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＜連絡事項＞

・明日13:30より実地指導が予定されている。環境整備を行ってください。
・売店が11/3休みとなり→11/2開店とのこと。

・11/3リハ・ＯＴは通常通り、実施となっている。

・IFオーダー使用時のフローシート入力についてIFオーダー実施時、看護記録にチェック　　

　し、入力された看護記録（部門記録簿）より、フローシートにチェックする。という流れとなる。
・11/1より、受け入れ可能病床数は、49→46となる。

・入院診療計画書は今後、入院時に病棟で作成することとなる。文書キャビネットで作成し、家族から承諾・サインを頂いた後、(医事印はなし)、スキャナーで保管し、原本をご家族へ渡すこととする。
・本日、救急対応の看護Ｇ研修が予定されている。
＜患者様連絡事項＞
・下川戸　長司様～本日11:00～11/1  14:00外泊となっている。
・工藤　綾子様～本日、馬渡Drの診察あり、11/2の予定日に日赤病院転院となっている。消化器内科への紹介状を依頼している。
・長谷川　陽一様～叔父様より連絡あり、11/2　10:00～15:00外出希望あり。主治医より許可となっている。
＜田名部Ｄｒ診察＞

・大光　雄人様～母様同席にて診察。
胃部不快、吐き気持続しており下痢もあるとの事。水分摂取も吐気があり困難で栄養が足りていない気がすると話し点滴を強く希望している。臨時薬は一部変更となり7日分処方、点滴1本処方となっている。
主治医の問いかけに対し母様に視線を向け伝えたいことを代弁してもらっている様子あり。今週の金曜の診察は、木曜に変更。また、佐々木悦子様が部屋に行くことがあるとのことで、注意してください。
・中村　美奈子様～飲酒欲求はなく体調も落ち着いているとの事。
主治医の問いかけにしっかりと受け答え出来ている。
・犹守　佑太様～最近も、調子については「いいです」と答えている。今後は、先週に話していたように、任意入院に変更して、北病棟に移動をしていくように考え、本人も了承している。精神症状的にイライラや幻覚妄想症状などもなく落ち着いて過ごせている。作業療法でも、計算問題をスムーズに行う事は出来ている。診察後、「いつ北に行けるんですか？」と話すことあり。期日は決まっていないこと伝えている。入院形態の変更を進めていく。
・成田　賀枝様～先週の診察時に吐気を訴えていることがあって、ナウゼリンを処方していたが今は落ち着いてきたという。食事摂取もできている。先週の血液検査上、肝機能異常が認められていたため、あすからの定期処方ではサインバルタなどを終了。ミルナシプランを加えていく。ナウゼリンは継続処方。精神症状に変わりはないが、言動面では「私はこれからどうなるのでしょうか」と。退院に関する話しは聞かれる。ナウゼリンは継続して処方。
・石井　幸子様～最近は、同様に退院に関する訴えをしている事はあるが、デイケアの体験利用も行っていて過ごしている。デイケアに関しては「同じようなものが多くて、だから、週3回にしてもらって」という要望がある。気分の面では、変わりなく過ごせて、苛々気分や、妄想症状などもなく経過している。便秘時の下剤希望し、センナリド錠12㎎　2T処方となる。
・若松　千代司様～身体面で、下痢があったり、また一方で、便秘の時期もあって、腹部の膨満があり、レントゲンを施行した時もあった。その際は、腹部のガスと便の貯留があった。本日の診察時は、膨満感も無いが、吐気があることを話している。処方を対症的に行う。精神症状的に「テレビとか人の声が二重に聞こえたり、テレビの出演者が、おい、千代司、と話しているのが聞こえてくる」と言うが、入院時に比べて軽減しているという。ナウゼリン錠5　5mg処方。
・高橋　義明様～幻聴については大丈夫と話している。独語については自覚しており、内容については「退院について」「退院後の生活について」と話している。臨時薬は一部変更となり7日分処方となっている。
＜皮膚科＞

・續石　啓介様～処置は継続の指示が出ている。デルモゾール1本処方となっている。
・伊藤　雄一様～腹部の発赤躰幹に紅色丘疹、掻痕が散在している。疥癬と診断されオイラックスクリーム塗布とストロメクトール服用の指示あり。
その他の部位は同処置継続となる。
・小笠原　文人様～両趾間に落屑あり。白癬と診断。
テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方となる。
・松谷　さと子様～オイラックスクリーム１本処方となっている。

・夏坂　浩美様～尾骨の皮膚状態が褥瘡様となっており、次回皮膚科診察としていく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～眠気訴え、午前中は眠って過ごされている。プログラムの参加・運動を促していく。
・松永　勘五郎様～治験薬貼付部位の発赤は持続し、掻痒感はなし。軟膏塗布は拒否続いている。入浴時は、治験薬は剥がしてください。
・船田　泰子様～買い物要求のしつこさあり、担当スタッフと管理について検討していく予定。10:30リスペリドン内服している。夜間は不眠と痛みを訴え、日中、眠っていること見られる為、介入してください。
・夏坂　浩美様～夜間の睡眠は取れており、本日、午前中は幻聴の訴えなし。
・工藤　綾子様～朝食1/3、昼食1/3摂取している。昨日、点滴の指示出るも拒否。片付けなど活動し始め、呼吸苦となり酸素を２L→３Lへ増量することあり。本日はスタッフに洗濯を依頼するが、喫煙するなどの行動が見られている為、適宜、身体状態の観察と介入を行ってください。
・原子内　光久様～訴えなく、新聞を眺めたりし過ごされている。体育館での活動を促してください。
・佐々木　康子様～昨日、鏡に向かって独語していることあり。本日は見られていない。他者トラブルに注意してください。
　　　　　　　　
